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高
槻
に
お
け
る
俳
諧
に
つ
い
て 

井
坂 

武
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

は
じ
め
に 

俳
諧
と
は
、
短
詩
形
文
芸
の
一
つ
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、「
た
わ
む
れ
」「
滑
稽
」

な
ど
と
い
う
意
味
で
、
和
歌
・
連
歌
の
う
ち
正
当
で
は
な
い
も
の
を
指
す
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
発
句
・
連
句
・
俳
文
・
俳
諧
紀
行
・
雑
俳
な
ど
を
総
称
し
て
い
う
言
葉

と
な
っ
た
。 

江
戸
時
代
初
期
に
松
永
貞
徳(

一
五
七
一
～
一
六
五
三)

は
俳
諧
の
普
及
に
あ
た
っ

た
。
和
歌
の
よ
う
に
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
手
軽
に
作
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

町
人
や
百
姓
な
ど
幅
広
い
層
に
俳
諧
は
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
村
や

町
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
史
料
や
俳
諧
書
な
ど
か
ら
わ
か
る
。 

高
槻
市
域
に
お
い
て
も
、
梶
原
村(

現
梶
原
一
～
六
丁
目)

の
庄
屋
で
あ
っ
た
長
谷
川

家
に
、
「
月
並
発
句
合
」
と
表
題
の
あ
る
も
の
や
句
を
神
社
へ
奉
納
（
奉
灯
・
奉
額
）

し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
、
出
版
さ
れ
た
俳
諧
書
な
ど
俳
諧
に
関
す
る
史
料
（
１
）
が
の

こ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
か
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
高
槻
市
域
の
俳
諧
の

一
端
を
考
察
し
た
い
。 

 
 

一
、「
月
並
発
句
合
」
に
つ
い
て 

「
月
並
発
句
合
」
と
は
、
毎
月
、
日
を

決
め
て
点
者(

俳
諧
を
職
業
と
す
る
人)

の

出
題
に
対
す
る
発
句
（
２
）
を
募
集
し
、
定

例
日
に
選
句
し
結
果
を
公
開
披
露
す
る
催

し
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
摺
物
や
点
者
の 

       手
書
に
よ
っ
て
投
句
者
に
返
さ
れ
た
。

そ
の
始
ま
り
は
宝
暦
期(

一
七
五
一
～

六
四)

頃
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
当

初
は
、
俳
諧
師
な
ど
の
師
匠
を
中
心
と

す
る
、
そ
の
弟
子
達
の
俳
諧
技
術
向
上

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
一
般
投

句
者
を
対
象
に
、
投
句
料(

入
花)

を
と

り
、
高
得
点
者
に
景
品
を
添
え
る
と
い

う
営
利
的
な
催
し
と
な
っ
た
。 

 

長
谷
川
家
に
は
「
月
並
発
句
合
」
と

表
題
が
あ
る
史
料
が
三
点
の
こ
る
。
投

句
し
た
も
の
に
、
点
者
が
秀
句
を
記
し
て
返
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
の
一

つ
を
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
（
４
）
。 

 

こ
の
史
料
は
縦
二
四
・
九
㎝×

横
一
七
・
一
㎝
、
丁
数
一
五
丁(

表
紙
・
裏
表
紙
を

含
む)

の
竪
帳
で
手
書
き
さ
れ
、
表
紙
に
は
「
月
並
発
句
合 

九
拾
三
吟
」
と
あ
る
。

中
に
は
半
丁
に
、
五
句
ず
つ(

後
半
部
分
は
二
句
ず
つ)

の
句
が
記
さ
れ
、
全
部
で
一
〇

七
句
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
の
九
三
吟
（
５
）
と
は
句
数
が
異
な
る
。
現
在
の
研
究

で
は
、
一
回
の
月
並
発
句
合
で
一
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
句
も
の
句
が
投
稿
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
こ
の
史
料
だ
け
で
は
全
体
像
は
わ
か
ら
な
い
が
、
掲

載
さ
れ
た
句
の
約
一
〇
～
五
〇
倍
の
句
が
投
稿
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
史
料
の
一
二
丁
目
裏
に
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

酒
川
邊 

甲
申
夏
日 

 
 
 

芭
客
主
人 

 
 
 

懸
校 

 
 
 

 
 

（
印
）（
印
） 

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 

目 

次 

「
高
槻
に
お
け
る
俳
諧
に
つ
い
て
」 

井
坂
武
男 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

「
第
三
回
郷
土
玩
具
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
土
人
形
の
か
た
ち
と
時
代
』」
清
水
亜
弥 

…
… 

「
戦
国
期
の
高
槻
と
入
江
氏
」 

中
西
裕
樹 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

「
高
槻
藩
九
代
藩
主
永
井
直
進
の
念
持
仏
に
つ
い
て
」
西
本
幸
嗣 

…
…
…
… 

第４号 

2012 年 3 月 
 
高槻市立 
しろあと歴史館 

表紙裏の発句の題部分 

「月並発句合」の表紙 

１ ５ ７ 11 



 2 

と
干
支
と
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
酒
川
邊
芭
客
主
人
」
と
は
、
月
並
発
句
合
の
点

者
と
考
え
ら
れ
る
。
干
支
の
「
甲
申
」
は
、
月
並
発
句
合
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
が
江
戸

時
代
後
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
七
年(

一
八
二
四)

と
推
測
で
き
る
。 

表
紙
裏
に
は
、「
柳
・
朧
月
・
雉
子
・
田
植
・
夏
書
・
蓮
」
と
あ
る
。
本
文
中
の
句

を
み
る
と 

 
 

船
人
が
楊
枝
と
な
り
し
川
柳 

 
 

又
今
も
曇
り
て
晩
の
朧
月 

 
 

春
日
野
に
戯
て
啼
雉
子
の
こ
へ 

な
ど
と
、
表
紙
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
う
ち
一
つ(

傍
線
部)

が
必
ず
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
月
並
発
句
合
の
題
と
い
え
る
。 

こ
の
史
料
の
奥
に
は
、 

点
式 

 

弐
百
弐
拾
五
点 

梅
舎 

百
陸
拾
弐
点 

 

歓
楽 

百
五
拾
七
点 

 

花
遊 

と
点
数
と
三
人
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
番
の
高
得
点
で
あ
る
梅
舎
は
、
他

の
史
料
（
７
）
に
「
東
摂
梶
原
長
谷
川
梅
舎
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
群

が
伝
わ
っ
て
い
る
長
谷
川
家
の
人
物
で
あ
ろ
う
。「
梅
舎
」
と
は
、
本
名
で
は
な
く
俳

諧
で
名
乗
る
名
前(

俳
号)

だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
歓
楽
」
と
「
花
遊
」
は
今
の
と
こ
ろ

ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。 

 

梅
舎
は
他
の
二
つ
の
「
月
並
発
句
合
」
に
も
、
一
番
高
い
点
数
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

最
高
点
を
つ
け
ら
れ
返
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
残
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。 

 

本
文
中
の
句
の
横
に
は
、
朱
や
墨
で
丸
や
四
角
の
形
の
印

が
捺
さ
れ
て
い
る(

下
の
写
真
の
円
内)

。
こ
の
印
に
は
、
形

や
色
に
よ
っ
て
点
数
が
決
め
ら
れ
て
い
た
（
８
）
。
そ
の
合
計

が
計
算
さ
れ
奥
に
上
位
三
名
の
名
前
と
点
数
が
記
さ
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
前
半
部
分
の
句
に
作
者
名
が
な
い
た
め
、

点
数
の
内
訳
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

一
二
丁
目
表
か
ら
、
半
丁
ご
と
に
二
句
ず
つ
記
載
さ
れ
作

者
名
も
あ
る
。
こ
の
句
の
横
の
印
は
、
朱
印
で
長
細
い
も
の

や
、
大
き
い
も
の
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蝶
や
牛
な
ど

の
昆
虫
や
動
物
の
形
も
あ
る
。
作
者
名

が
あ
る
こ
と
や
印
の
違
い
か
ら
前
半
部

分
よ
り
も
高
得
点
の
句
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

梅
舎
は
、
後
半
部
分
で
四
句
選
ば
れ

て
お
り
、
多
く
の
投
句
者
の
中
で
、
二

二
五
点
と
い
う
最
高
点
を
と
っ
て
い
る
。

優
れ
た
俳
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。 

 

ま
た
、
梅
舎
の
一
代
で
収
集
し
た
も

の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
長
谷
川
家
で

は
こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料
以
外
に
も
多

く
俳
諧
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
意
識
的
に
収
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

二
、
奉
灯
・
奉
額
の
句
合 

 

長
谷
川
家
で
は
、
「
奉
灯
句
合
」
「
奉
額
句
合
」
な
ど
、
神
社
な
ど
へ
奉
納
目
的
の
句

合
に
関
す
る
史
料
も
の
こ
る
。
俳
諧
を
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
奉
納
す
る
と
い
う
行
為
は

貞
門
時
代
（
９
）
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。 

初
め
は
純
粋
な
奉
納
目
的
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
月
並
発
句
合
が
盛
ん

に
な
り
、
月
並
発
句
合
の
催
さ
れ
る
名
目
の
一
つ
と
な
っ
た
（
10
）
。
決
し
て
信
仰
心
が

な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
神
社
に
絵
馬
な
ど
が
残
っ
て
い
る
事
例
（
11
）
か
ら
人
々

の
信
仰
心
と
結
び
つ
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。 

①
奉
灯
句
合 

奉
灯
句
合
と
は
、
募
集
さ
れ
集
ま
っ
た
句
の
う
ち
秀
句
を
行
灯
に
記
し
、
神
社
・
仏

閣
に
奉
納
す
る
た
め
に
催
さ
れ
た
句
合
で
あ
る
。
長
谷
川
家
に
は
「
奉
灯
句
合
」
に
関

す
る
史
料
が
六
点
伝
わ
る
。 

 
こ
の
う
ち
に
「
順
評
奉
灯
発
句
合
」
と
表
題
が
あ
る
史
料
（
12
）
が
あ
る
。
内
容
は
、

半
丁
ご
と
に
五
句
ず
つ
掲
載
さ
れ
て
一
一
八
句
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
裏
に
は
「
題

三
月
之
部
」
と
あ
り
、
句
に
は
「
雛
」
「
桃
」
な
ど
三
月
に
関
す
る
も
の
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
作
者
名
や
奉
納
し
た
神
社
・
仏
閣
名
の
記
載
が
な
く
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

行
灯
に
実
際
に
書
き
記
さ
れ
る
句
を
書
き
記
し
た
も
の
だ
と
は
推
測
で
き
る
。 

こ
の
史
料
で
特
徴
な
の
は
表
紙
に
「
梶
原
社
中
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
社
中
」

四角印の部分 丸印の部分 

作者名がある句と蝶や牛の形の印部分 
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に
は
同
門
や
同
じ
組
織
の
仲
間
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
多
く
の
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

た
め
、
梶
原
村
内
に
俳
諧
を
楽
し
む
俳
人
が
多
く
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

史
料
は
、
広
域
か
ら
句
を
募
っ
た
の
で
は
な
く
、
梶
原
村
内
の
俳
人
だ
け
で
、
地
元
の

神
社
な
ど
に
奉
納
し
た
記
録
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

②
奉
額
句
合 

 

奉
額
句
合
と
は
、「
掲
額
」「
懸
額
」
と
も
呼
ば
れ
、
神
社
に
俳
諧
の
秀
句
を
記
し
た

絵
馬
額
を
奉
納
す
る
た
め
に
募
集
さ
れ
た
句
合
で
あ
る
。 

 

奉
額
句
合
に
関
す
る
史
料
は
二
点
残
る
。
一
点
目
（
13
）
の
表
紙
に
は
、 

 
 

梶
原
天
満
宮
奉
額 

 
 

 

四
季 

 
 

 
 

発
句
合 

 
 

 

抜
粋 

と
あ
る
。
梶
原
天
満
宮
へ
奉
額
の
目
的
で
句
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
抜

粋
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
集
ま
っ
た
句
か
ら
選
ん
だ
も
の
を
書
き
記
し
た
も
の
で

あ
る
。 

 

表
紙
に
「
梶
原
天
満
宮
」
と
あ
る
が
、
現
在
梶
原
に
は
、
天
満
宮
は
存
在
し
て
い
な

い
。
村
域
に
あ
る
神
社
は
畑
山
神
社
だ
け
で
あ
る
。
畑
山
神
社
内
に
天
満
宮
が
あ
っ
た

と
い
う
記
録
も
な
く
、
ど
こ
の
神
社
を
さ
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
「
梶
原
」

と
あ
る
た
め
、
村
内
の
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

二
点
目
の
史
料
（
14
）
の
表
紙
に
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
摂
梶
原 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
谷
川
梅
舎 

 
 

巨
椋
社
奉
額
発
句
合 

 
 

 
 

御
清
書
元
様 

 
 

 
 

 

入
式
百
三
穴
添 

史
料
の
奥
書
に
は
、 

〆
三
拾
吟 
 

 
 

摂
州
道
斎
浜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
一
引 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

梶
原 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

梅
舎
拝 

 
 

 

御
清
書
元
様 

 
 

 
 

 

入
式
添 

と
あ
る
。「
巨
椋
社
」
と
は
現
在
京
都
府
宇
治
市
に
あ
る
「
巨
椋
神
社
」
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。「
御
清
書
元
」
と
は
、
発
句
合
を
開
催
す
る
経
営
者
の
こ
と
で
あ
る
（
15
）
。

奥
書
か
ら
、
道
斎
浜
の
千
一
引
と
梶
原
の
梅
舎
が
御
清
書
元
に
差
し
出
し
た
も
の
と
わ

か
る
。
御
清
書
元
が
巨
椋
神
社
へ
の
奉
額
の
た
め
句
を
広
く
募
集
し
、
そ
れ
に
対
し
て

千
一
引
と
梅
舎
が
応
募
し
た
史
料
で
あ
ろ
う
。
中
の
句
に
異
筆
で
点
数
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
、
長
谷
川
家
側
に
こ
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
御
清
書
元
が
点
数

を
つ
け
返
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

村
内
の
神
社
だ
け
で
は
な
く
周
辺
の
神
社
へ
も
句
を
奉
納
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
史
料
で
あ
る
。 

  
 

三
、
出
版
物
に
み
る
俳
諧 

 

同
家
の
史
料
群
に
は
、
出
版
さ
れ
た

俳
諧
書
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸

時
代
、
出
版
業
が
盛
ん
に
な
り
数
多
く

の
俳
諧
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
長
谷

川
家
に
残
る
史
料
の
中
に
、
同
家
が
住

ん
で
い
た
梶
原
村
を
は
じ
め
、
唐
崎
・

庄
所
な
ど
周
辺
の
村
々
出
身
者
が
掲
載

さ
れ
た
俳
諧
書
が
の
こ
る
。 

 

こ
の
史
料
（
16
）
は
「
手
向
の
御
内
」

と
表
題
が
あ
り
、
縦
二
二
・
八
㎝×

横

一
五
・
七
㎝
、
丁
数
二
六
丁(

表
紙
・
裏

表
紙
を
含
む)

の
版
本
で
あ
る
。
版
元
は

わ
か
ら
ず
奥
書
に
は
、
「
文
化
七
午
秋 

 

自
耕
亭
舊
圃
」
と
あ
る
。
文
化
七
年(

一
八

一
〇)

の
秋
に
版
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
名
前
部
分
の
「
自
耕
亭
舊
圃
」
と
は
本

文
中
に
「
輯
者 

舊
圃
」
と
あ
り
、
こ
の
俳
諧
書
の
編
集
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ

の
俳
諧
書
に
は
、
舊
圃
自
身
の
三
七
句
載
せ
て
い
る
。 

中
の
俳
諧
の
載
せ
方
は
、 

 
 
 
 
 

三
四
坊
梅
後
撰 

 
 

照
る
月
や
海
を
出
て
見
る
須
磨
の
秋 

 

梶
原 

亀
石 

 
 

春
風
や
鐘
さ
へ
匂
ふ
東
山 

 
 

 
 
 

輯
者 

舊
圃 

 
 

其
儘
の
身
社
安
け
れ
薮
の
梅 

 
 

 
 

中
城 

如
袖 

 

と
い
う
ふ
う
に
、
初
め
に
「
三
四
坊
梅
後
撰
」
と
句
を
選
ん
だ
者
の
名
前
が
あ
り
、

撰者・句・地名・作者名が見られる部分 
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そ
の
後
句
が
続
く
。
句
の
次
に
「
梶
原
」「
中
城
」
な
ど
の
出
身
の
村
や
地
名
が
記
さ

れ
、
一
番
下
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
撰
者
は
全
員
で
「
三
四
坊
梅
後
」「
伊
函
和
嗅
低
」「
長
風
亭
扇
暑
」「
東
居
斎
菊
英
」

「
松
竹
居
東
明
」「
東
林
亭
秀
暁
」
の
六
名
で
撰
者
自
身
も
句
を
載
せ
て
い
る
。 

 

こ
の
俳
諧
書
の
特
徴
は
、
出
身
地
名
の
記
載
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
に
ま

と
め
た
の
が
左
の
表
で
あ
る
。
二
三
あ
る
地
名
の
う
ち
一
一
が
高
槻
市
域
の
地
名
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
槻
市
域
以
外
の
地
名
は
「
東
大
寺
」
な
ど
の
島
本
町
域
、「
奈

良
」「
中
城
」
な
ど
茨
木
市
域
、「
枚
方
」
な
ど
の
枚
方
市
域
が
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
高

槻
か
ら
近
い
地
域
で
あ
る
。 

多
く
の
地
名
の
中
で
「
高
槻
」
は
十
六
人
と
最
も
多
く
の
人
数
が
選
ば
れ
て
い
る
。

高
槻
は
城
下
で
あ
る
た
め
百
姓
だ
け
で
は
な
く
、
町
人
や
武
士
な
ど
幅
広
い
層
が
選
ば

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

長
谷
川
家
が
庄
屋
を
勤
め
る
「
梶
原
」
も
一
人
選
ば
れ
て
い
る
。「
亀
石
」
と
い
う

人
物
で
五
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
家
出
身
の
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
長
谷

川
家
と
俳
諧
を
通
じ
て
交
友
が
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。 

 

句
数
は
追
加
分
も
あ
わ
せ
て
全
部
で
四
一
六
句
掲
載
さ
れ
る
。
前
書
に
は
、
五
〇
〇

〇
句
が
集
ま
っ
た
と
あ
り
、
そ
の
内
四
一
六
句
が
選
ば
れ
て
版
本
に
な
っ
た
。
ど
の
範

囲
で
集
め
ら
れ
た
句
か
は
分
か
ら
な
い
「
大
坂
」
や
「
浪
花
」「
佐
太
」
の
地
名
が
あ

る
た
め
、
摂
津
・
河
内
を
中
心
に
募
集
さ
れ
撰
句
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
高
槻
市
域
は
一
一
地
域
四
二
人
、
二
三
四
句
が
選
ば
れ
て
お
り
、
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
る
。
高
槻
市
域
で
俳
諧
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、
優
れ
た
俳
人
が
多
く
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

          

お
わ
り
に 

 

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
梶
原
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
長
谷
川
家
の
史
料
か
ら
高
槻
市
域 

の
俳
諧
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。「
月
並
発
句
合
」「
奉
灯
・
奉
額
の
句
合
」
な

ど
の
関
係
史
料
か
ら
は
、
梶
原
か
ら
多
く
の
者
が
句
合
に
投
句
し
た
様
子
が
わ
か
る
。

ま
た
、
そ
の
句
合
で
高
得
点
を
と
っ
た
「
梅
舎
」
と
い
う
優
れ
た
俳
人
が
い
た
。 

出
版
物
と
し
て
の
俳
諧
書
に
も
、
高
槻
市
域
の
俳
人
が
多
く
選
ば
れ
句
を
載
せ
て
い

る
。
江
戸
時
代
後
期
の
高
槻
市
域
で
は
、
豊
か
な
俳
諧
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

【
注
】 

（
１
）
元
々
し
ろ
あ
と
歴
史
館
に
、
長
谷
川
家
の
文
書
は
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
今
回
追
加
で
史
料
の
寄
贈
を

う
け
た
。
前
回
寄
託
分
の
同
家
の
文
書
群
「
長
谷
川
家
文
書
」
と
区
別
す
る
た
め
と
、
古
文
書
だ
け
で

は
な
く
、
巻
子
・
版
本
な
ど
様
々
な
史
料
が
あ
る
た
め
「
長
谷
川
家
資
料
」
と
い
う
文
書
群
名
と
し
た
。 

（
２
）
発
句
と
は
、
連
歌
・
連
句
の
巻
頭
第
一
句
を
い
い
、
五･

七
・
五
の
形
式
を
と
る
。
季
語
や
切
字
を
そ

な
え
る
こ
と
を
用
件
と
す
る
。
明
治
期
に
正
岡
子
規(

一
八
六
七
～
一
九
〇
二)

が
発
句
を
連
句
か
ら
切

り
離
し
、
俳
句
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。 

（
３
）
櫻
井
武
次
郎
著
『
俳
諧
史
の
分
岐
点
』（
和
泉
書
院 

二
〇
〇
四
年
）
。 

（
４
）
長
谷
川
家
資
料
二
‐
九
二
。 

（
５
）
俳
諧
で
は
句
そ
の
も
の
を
「
吟
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。 

（
６
）
中
野
沙
惠
「
月
並
句
合
の
実
態
」(

『
国
文
学
漢
文
学
論
叢
』
第
二
十
緝
一
九
七
五
年)

。 

（
７
）
長
谷
川
家
資
料
七
‐
六
〇
。 

（
８
）
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
角
川
書
店 

一
九
九
五
年
）
。 

（
９
）
松
永
貞
徳
と
そ
の
弟
子
が
活
躍
し
た
寛
永
期
か
ら
寛
文
期
（
一
六
二
四
～
一
六
七
三
）
を
さ
す
。 

（
10
）
注
３
、
注
６
。 

（
11
）
注
８
。 

（
12
）
長
谷
川
家
資
料
七
‐
五
九
。 

（
13
）
長
谷
川
家
資
料
七
‐
六
四
。 

（
14
）
長
谷
川
家
資
料
七
‐
六
〇
。 

（
15
）
江
戸
時
代
後
期
頃
、
興
行
の
た
め
に
組
織
化
さ
れ
点
者
が
主
催
者
や
経
営
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

な
る
。
御
清
書
元
・
点
者
・
取
次
な
ど
役
割
を
分
け
て
構
成
さ
れ
行
わ
れ
て
い
た
。 

（
16
）
長
谷
川
家
資
料
二
‐
五
四
。 

 

俳諧書にみられる地名 



 5 

第
三
回
郷
土
玩
具
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
土
人
形
の
か
た
ち
と
時
代
』 

清
水 

亜
弥 

 
平
成
二
十
四
年
一
月
四
日
か
ら
二
月
二
十
六
日
に
か
け
て
、
当
館
で
は
冬
季
企
画
展

「
開
運
！
福
を
呼
ぶ
縁
起
物
―
初
詣
は
し
ろ
あ
と
へ
―
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
展
示
は
、

当
館
が
所
蔵
す
る
郷
土
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
玉
村
コ
レ
ク
シ

ョ
ン)

か
ら
、
「
商
売
繁
盛
」「
家
内
安
全
」「
無
病
息
災
」
「
子
孫
繁
栄
」
と
い
う
テ
ー

マ
別
に
、
ご
利
益
を
持
つ
「
縁
起
物
」
と
さ
れ
る
郷
土
玩
具
を
選
び
、
紹
介
し
た
も
の

で
あ
る
。
商
売
繁
盛
の
神
で
あ
る
恵
比
寿
・
大
黒
、
京
都
で
火
防
の
神
と
し
て
か
ま
ど

に
祀
ら
れ
た
布
袋
な
ど
の
土
人
形
や
、
「
蘇
民
将
来
」
の
お
守
り
、
子
ど
も
の
熱
病
を

う
つ
し
て
快
復
さ
せ
る
ま
じ
な
い
に
用
い
ら
れ
た
張
子
の
「
ほ
う
こ
さ
ん
」
人
形
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
展
示
と
な
っ
た
。 

主
に
寺
社
な
ど
か
ら
授
与
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
郷
土
玩
具
は
、
身
近
な
材
料
で
作
ら
れ

た
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
び
と
が
願
い
、
祈
っ
て
き
た
思
い
は
、
古
く
江

戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
、
貴
重
な
民
俗
資

料
で
も
あ
る
。
同
展
に
併
せ
て
、
当

館
に
お
け
る
郷
土
玩
具
を
学
際
的
に

考
え
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
開
催
し
て
き
た
「
郷
土

玩
具
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
第
三
回
目

を
実
施
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
核
で
あ
り
、

「
土
人
形
の
祖
」
と
も
呼
ば
れ
る
京

都
の
「
伏
見
人
形
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
き
た
。
し
か
し
今
回
は
伏
見
人
形

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
に
よ

る
、
あ
る
い
は
時
代
に
よ
る
土
人
形

の
か
た
ち
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
土
人
形
の
か
た
ち
と
時
代
」

と
題
し
た
。
そ
こ
で
、
大
阪
市
内
で

の
近
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
多
く
携
わ
り
、
出
土
資
料
の
土
人
形
を
数
多
く
整
理
さ
れ

て
き
た
大
阪
市
文
化
財
研
究
所
の
川
村
紀
子
氏
に
「
発
掘
さ
れ
た
土
人
形
―
大
坂
と
京

都
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
を
お
願
い
し
た
。 

ま
た
、
清
水
が
「
土
人
形
の
種
類
―
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
―
」
と
題
し
て
、
伏

見
人
形
だ
け
で
な
く
、
伏
見
人
形
を
元
に
創
始
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
、
八
橋
人
形(

秋

田)

や
稲
畑
人
形(

兵
庫)

を
は
じ
め
、
新
潟
・
岐
阜
・
愛
知
・
福
岡
な
ど
全
国
の
土
人

形
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

川
村
報
告
「
発
掘
さ
れ
た
土
人
形
―
大
坂
と
京
都
―
」 

 

出
土
資
料
の
土
人
形
は
大
半
が
割
れ
、
彩
色
も
落
ち
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
製
作
方

法
や
元
の
土
の
色
や
材
質
が
分
か
り
や
す
い
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
生
活
圏
内
の
ゴ
ミ

捨
て
場
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
伴
す
る
茶
碗
な
ど
の
資
料
と

比
較
す
る
こ
と
で
使
用
さ
れ
た
時
期
や
場
所
も
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は

人
か
ら
人
へ
と
伝
え
ら
れ
た
伝
世
品
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。 

 

川
村
氏
は
大
阪
で
土
人
形
を

製
作
し
て
い
た
窯
跡
と
思
わ
れ

る
場
所
を
特
定
さ
れ
て
い
る
。

土
人
形
の
「
型
」
と
そ
の
型
か

ら
作
ら
れ
た
人
形
が
同
時
に
出

土
し
た
こ
と
が
そ
の
決
め
手
と

な
り
、
ま
ま
ご
と
道
具
な
ど
の

型
も
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
土
で
は
な
く
瓦
製
の
土
人

形
や
型
が
出
土
し
て
お
り
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
瓦
製
造
業
と

の
技
術
的
な
交
流
が
判
明
し
た
。

こ
れ
は
、
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
木
立
雅
朗
氏
が
、
京
都
で

の
窯
の
発
掘
調
査
か
ら
、
伏
見

人
形
と
京
焼
・
瓦
製
造
技
術
と

の
関
連
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
と

 

川
村
氏
は
大
阪
で
土
人
形
を

製
作
し
て
い
た
窯
跡
と
思
わ
れ

る
場
所
を
特
定
さ
れ
て
い
る
。

土
人
形
の
「
型
」
と
そ
の
型
か

ら
作
ら
れ
た
人
形
が
同
時
に
出

土
し
た
こ
と
が
そ
の
決
め
手
と

な
り
、
ま
ま
ご
と
道
具
な
ど
の

型
も
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
土
で
は
な
く
瓦
製
の
土
人

形
や
型
が
出
土
し
て
お
り
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
瓦
製
造
業
と

の
技
術
的
な
交
流
が
判
明
し

た
。
こ
れ
は
、
第
二
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
木
立
雅
朗
氏
が
、
京

都
で
の
窯
の
発
掘
調
査
か
ら
、

伏
見
人
形
と
京
焼
・
瓦
製
造
技

術
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
た
こ

と
と 
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起人形(愛知県)の「武将」(虎加藤) 

伏見人形の「歌舞伎物」(成田屋人形) 

と
と
も
共
通
し
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
氏
は
出
土
資
料
か
ら
大
坂
・
京
都
で
の
土
人
形
の
変
遷
を
表
に
ま
と
め
て
発

表
し
た
。
と
も
に
一
七
世
紀
前
半
に
人
形
が
見
ら
れ
は
じ
め
る
が
出
土
例
は
少
な
く
、

や
が
て
一
八
世
紀
初
め
か
ら
中
ご
ろ
に
か
け
て
京
都
で
は
人
形
の
断
面
が
中
空
と
な

る
大
型
の
人
形
が
出
現
す
る
。
大
坂
で
は
一
八
世
紀
後
半
に
爆
発
的
に
出
土
量
が
増
加

す
る
が
、
中
空
の
中
・
大
型
の
人
形
が
多
く
見
ら
れ
る
京
都
に
対
し
て
中
実(

中
が
空

洞
で
な
い)

で
小
型
の
も
の
が
多
い
と
い
う
。 

こ
の
人
形
の
数
と
種
類
が
増
加
す
る
時
期
は
、
文
献
か
ら
も
同
じ
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
人
形
を
見
る
と
、
大
坂
の
も

の
は
胎
土
が
荒
く
、
小
型
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
底
部
に
大
き
な
穴
が
あ
い
て
い

る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
と
い
う
。 

 

大
坂
は
京
都
か
ら
淀
川
を
経
由
し
て
物
資
が
集
積
す
る
場
所
で
あ
り
、「
伏
見
人
形
」

は
全
国
的
に
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
早
く
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
大
坂
で
は
伏
見
人
形
で
な
く
地
元
で
作
ら
れ
た
小
型
の
人
形
が
流
通
し
て
い
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 
 

清
水
報
告「
土
人
形
の
種
類
―
奥
村

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
―
」 

 

「
伏
見
人
形
は
土
人
形
の
祖
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
伏

見
人
形
を
代
表
す
る
「
饅
頭
喰
い
」

の
童
子
は
ど
の
地
域
で
も
ほ
ぼ
同

じ
、
両
手
に
饅
頭
を
持
つ
、
着
物

姿
で
表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

五
月
の
節
供
飾
り
と
さ
れ
た
「
武

将
」
は
人
気
に
違
い
が
あ
る
よ
う

で
、
伏
見
で
は
五
三
の
桐
紋
を
つ

け
た
冠
大
将(

太
閤
さ
ん)

が
あ
る

が
、
他
地
域
で
は
虎
と
と
も
に
表

さ
れ
る
加
藤
清
正
が
多
く
、
九
州

で
は
疱
瘡
神
と
さ
れ
た
笹
野
才
蔵

な
ど
が
み
ら
れ
る
。 

ま
た
、
伏
見
人
形
で
「
歌
舞
伎
物
」
と
い
え
ば
七
代
目
市
川
団
十
郎
が
自
分
の
舞
台

姿
を
作
ら
せ
た
と
い
う
「
暫
」
「
助
六
」「
矢
の
根
」
の
成
田
屋
人
形
が
有
名
だ
が
、
愛

知
県
の
乙
川
人
形
や
棚
尾
人
形
、
旭
人
形
な
ど
で
は
、
大
型
の
組
み
物(

二
人
一
組
の

人
形)

で
弁
慶
と
義
経
、
敦
盛
と
直
実
な
ど
を
躍
動
感
あ
る
姿
で
表
す
歌
舞
伎
物
が
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
写
真
を
多
く
用
い
て
紹

介
し
た
。 

 

大
蔵
永
常
の
『
広
益
国
産
考
』
に
は
伏
見
人
形
か
ら
型
取
り
し
て
土
人
形
を
製
作
す

る
方
法
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
人
形
の
地
産
地
消
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

各
地
で
始
ま
っ
た
人
形
作
り
は
や
が
て
伏
見
の
模
倣
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
個
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
前
述
の
愛
知

県
の
土
人
形
産
地
で
は
、
そ
の
原
型
を
瓦
師
に
依
頼
し
て
作
成
さ
せ
た
と
の
記
録
が
あ

り
、
周
辺
諸
産
業
の
技
術
的
な
交
流
が
土
人
形
作
り
の
基
盤
に
あ
っ
た
こ
と
は
大
坂
・

京
都
と
共
通
す
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
土
人
形
作
り
が
盛
ん
な
地
域

の
共
通
点
や
、
伏
見
人
形
の
伝

播
と
、
地
域
ご
と
の
土
人
形
の

特
色
な
ど
に
つ
い
て
は
、
奥
村

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
み
で
は
そ
の

傾
向
を
網
羅
し
き
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
い
き
た
い
。 

 
 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

前
回
以
上
に
多
く
の
参
加
者
が

来
場
し
、
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
少
な
い
出
土
資
料
と
し
て
の

土
人
形
の
写
真
な
ど
に
強
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
も
当

館
で
は
郷
土
玩
具
に
対
し
て
、

新
た
な
切
り
口
に
よ
る
学
術
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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戦
国
期
の
高
槻
と
入
江
氏 

中
西 

裕
樹 

 
一 
は
じ
め
に 

戦
国
期
の
高
槻
に
は
、
入
江
氏
の
城
館
が
存
在
し
た
。
後
の
高
槻
城
下
町
の
前
史
に

あ
た
る
。
入
江
氏
に
関
し
て
は
史
料
が
乏
し
く
、
ま
た
当
時
の
遺
構
が
城
郭
建
設
等
で

破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
様
相
の
具
体
的
な
復
元
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
高

槻
城
下
町
は
、
こ
の
戦
国
期
の
集
落
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。 

中
部
よ
し
子
は
「
寺
院
、
市
場
町
は
高
槻
城
の
存
在
に
よ
っ
て
繁
栄
し
来
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
領
主
権
力
の
集
中
に
伴
い
高
槻
城
が
拡
大
し
来
る
時
は
、
之
等
の
市
場
集

落
が
城
内
地
域
と
な
る
為
、
之
を
避
け
て
で
あ
ろ
う
、
高
槻
城
は
東
北
を
欠
け
込
ま
し

て
い
る
。
以
上
考
察
し
た
所
か
ら
見
れ
ば
、
高
槻
は
、
近
世
大
名
が
城
郭
建
設
と
同
時

に
都
市
計
画
を
行
っ
た
為
、
截
然
た
る
配
置
を
有
し
た
城
下
町
で
は
な
く
、
当
時
は
多

分
に
自
然
発
生
的
な
景
観
を
示
し
て
い
た
」
と
し
た(

１)

。
つ
ま
り
、
近
世
城
下
町
の

空
間
と
成
立
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
の
集
落
を
前
提
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
以
前
の
拙
稿
で
は
、
天
正
八
年(

一
五
八
〇)
ご
ろ
の
織
田
政
権
で
は
破
城
令

と
同
時
に
近
世
に
接
続
す
る
城
下
町
の
場
が
選
定
さ
れ
、
そ
の
一
つ
の
傾
向
が
先
行
す

る
寺
内
町
な
ど
の
町
場
と
交
通
体
系
を
共
有
す
る
立
地
で
、
地
域
の
武
士
な
ど
が
結
集

す
る
城
館
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
の
事
例
に
、
高
槻
城
下
町
と
近
隣
の
富
田
寺
内
町
と

の
関
係
を
想
定
し
て
い
る(

２)

。 

高
槻
城
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
端
緒
と
な
っ
た
一
九
七
五

年
実
施
の
本
丸
跡
発
掘
調
査
で
は
石
垣
の
基
礎
部
分
が
確
認
さ
れ
、
森
田
克
行
に
よ
る

石
垣
構
築
技
術
や
瓦
の
時
期
区
分
な
ど
は
以
降
に
本
格
化
す
る
城
館
の
発
掘
調
査
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た(

３)

。
し
か
し
、
戦
国
～
織
豊
期
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
限
ら
れ
、

特
に
城
下
町
に
つ
い
て
は
小
林
健
太
郎(

４)

の
研
究
か
ら
大
き
な
進
展
は
み
ら
れ
な
い
。

基
礎
資
料
と
な
る
文
禄
・
元
和
期
の
高
槻
村
検
地
帳
も
未
翻
刻
で
あ
り
、
由
緒
等
に
関

す
る
近
世
史
料
の
把
握
と
研
究
は
、
昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三)

刊
の
天
坊
幸
彦
『
高

槻
通
史
』
以
降
、
進
展
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
槻
城
下
町
に
つ
い
て
は
、

近
世
以
降
に
し
か
関
心
が
集
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。 

そ
こ
で
、
非
常
に
簡
単
な
作
業
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
周
知
の
絵
図
や
史
料
、
断
片

的
な
地
誌
の
記
述
な
ど
に
拠
り
な
が
ら
、
戦
国
期
の
高
槻
と
周
辺
の
交
通
路
と
の
関
係
、 

                                

図１ 戦国期高槻と周辺交通路 

 (明治仮製地形図を使用。中央○は想定集落、四角・小判型は慶長十年摂津国絵図の町・村の集落表記。破線は道筋) 
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城
館
の
主
体
と
考
え
ら
れ
る
入
江
氏
の
性
格
を
整
理
し
、
少
し
で
も
近
世
城
下
町
に
先

行
す
る
場
を
素
描
す
る
作
業
を
進
め
た
い
。 

 
二 
戦
国
期
高
槻
と
交
通
路 

こ
こ
で
は
、「
慶
長
十
年
摂
津
国
絵
図
」(

西
宮
市
蔵)

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
絵
図

は
江
戸
幕
府
が
慶
長
十
年(

一
六
〇
五)

、
全
国
に
作
成
・
提
出
を
命
じ
た
国
絵
図
の
一

つ
で
、
担
当
奉
行
は
片
桐
且
元
で
あ
っ
た
。
集
落
や
主
要
な
街
道
な
ど
の
位
置
が
示
さ

れ
、
特
に
集
落
に
つ
い
て
は
村
を
小
判
型
、
町
を
四
角
形
に
描
き
分
け
て
い
る
。
戦
国

期
か
ら
ほ
ど
な
く
製
作
さ
れ
た
公
的
な
絵
図
で
あ
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
村
や
道
の
位

置
な
ど
は
、
概
ね
戦
国
期
の
状
況
を
示
す
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
図
１
は
、
こ
の

国
絵
図
に
描
か
れ
た
道
筋
と
集
落(
町
・
村)

の
位
置
を
明
治
仮
製
地
形
図
に
加
筆
し
た

も
の
で
あ
る
。 

高
槻
は
四
角
形
で
表
記
さ
れ
た
町
場
で
あ
り
、
地
形
的
に
は
芥
川
が
形
成
し
た
標
高

八
ｍ
ラ
イ
ン
の
扇
状
地
の
突
端
に
あ
た
る
。
そ
の
西
側
の
道
筋
を
確
認
す
る
と
、
こ
の

八
ｍ
ラ
イ
ン
に
沿
う
よ
う
な
形
で
、
富
田
寺
内
町
と
以
東
の
集
落
の
合
間
を
ぬ
っ
て
高

槻
へ
と
至
る
道
が
認
め
ら
れ
る
。
富
田
は
、
四
角
形
の
周
囲
に
複
数
の
小
判
型
の
村
が

接
し
た
形
で
描
か
れ
て
い
た
。
高
槻
や
富
田
は
、
戦
国
期
に
「
上
郡
」
と
呼
ば
れ
た
地

域
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
表
現
か
ら
も
富
田
は
そ
の
地
域
を
代
表
す
る
町
場
と
し
て
栄

え
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る(

５)

。
ま
た
、
図
外
に
な
る
が
、
富
田
の
西
側
に
は
四

角
形
の
内
部
に
「
茨
木
城
」
と
表
記
さ
れ
た
茨
木
の
集
落
が
所
在
し
、
道
筋
は
こ
の
茨

木
を
も
つ
な
ぐ
。
茨
木
は
、
戦
国
期
初
頭
に
細
川
京
兆
家
の
守
護
所
と
し
て
機
能
し(

６)

、

富
田
と
同
様
に
上
郡
を
代
表
す
る
町
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

他
に
は
、
高
槻
か
ら
見
た
場
合
、
北
西
に
あ
た
る
山
間
部
の
集
落
か
ら
西
国
街
道
の

芥
川
宿
へ
と
至
る
道
筋
が
存
在
し
た
。
こ
の
道
筋
は
芥
川
宿
で
止
ま
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
仮
製
地
形
図
に
は
宿
の
東
端
か
ら
高
槻
へ
と
延
び
る
道
が
あ
る
。
近
世
に
「
高
槻

道
」
と
呼
ば
れ
た
芥
川
と
高
槻
を
結
ぶ
主
要
ル
ー
ト
だ
が
、
道
筋
は
水
路
に
沿
っ
て
湾

曲
し
た
形
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
高
槻
道
」
は
、
基
本
的
に
直
線
街
区
で
構
成
さ

れ
る
城
下
町
に
あ
わ
せ
て
設
定
さ
れ
た
道
で
は
な
く
、
戦
国
期
以
来
の
道
筋
を
踏
襲
し

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
十
八
世
紀
に
は
「
高
槻
道
」
沿
い

に
「
紺
屋
町
」
と
い
う
町
場
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た(

７)

。

し
た
が
っ
て
、
北
西
山
間
部
の
集
落
か
ら
芥
川
へ
と
到
達
し
た
道
は
、
戦
国
期
に
お
い

て
高
槻
ま
で
延
長
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

一
方
、
高
槻
の
東
側
を
み
る
と
、
近
世
に
城
下
町
の
「
前
島
口
」
と
呼
ば
れ
た
地
点

に
淀
川
の
川
港
で
あ
っ
た
前
島
浜
を
結
ぶ
道
が
到
達
し
て
い
る
。
前
島
浜
は
、
山
間
部

か
ら
の
物
資
を
京
都
・
大
坂
へ
積
み
出
す
港
で
あ
り
、
中
世
に
は
付
近
に
興
福
寺
領
で

あ
っ
た
「
鵜
殿
関
所
」
が
所
在
し
て
い
た(

８)

。 

こ
れ
ら
高
槻
周
辺
の
道
筋
を
ふ
ま
え
る
と
、
戦
国
期
の
高
槻
は
、
茨
木
・
富
田
と
い

う
地
域
を
代
表
す
る
町
場
と
山
間
部
か
ら
芥
川
宿
を
経
由
す
る
道
筋
が
集
落
の
間
を

ぬ
っ
て
合
流
し
、
淀
川
の
川
港
と
を
つ
な
ぐ
結
節
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
近
世
高
槻

城
下
町
の
「
前
島
口
」
付
近
の
町
名
が
、「
本
町
」
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
本
町

と
い
う
地
名
は
、
当
初
の
町
場
を
示
す
こ
と
が
多
く
、
高
槻
城
下
町
が
地
域
の
町
場
や

村
々
と
淀
川
を
結
ぶ
集
落
と
い
う
性
格
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
思
え
る
。 

 

三 

入
江
氏
の
性
格 

戦
国
期
高
槻
に
城
館
を
構
え
た
入
江
氏
は
一
次
史
料
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
表
１
で
示

し
た
古
記
録
で
の
表
現
を
見
る
と
、「
入
江
」
に
加
え
、「
高
槻
」
と
い
う
呼
称
が
付
さ

れ
た
場
合
が
多
い
。
ま
た
「
高
槻
南
北
武
士
」
な
ど
、「
高
槻
」
と
い
う
勢
力
も
確
認

で
き
る
た
め
、
入
江
氏
と
「
高
槻
」
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。 

【
史
料
】(

９) 

奉
寄
進
本
役
之
事 

 
 
 

合
壱
段
半
者 

字
コ
レ
ヤ
ス 

   

摂
州
島
上
郡
在
津
江
村 

牧
方
下
地 

右
件
本
役
者
壱
段
半
分
也
、
然
而
彼
田
地
者
信
重
先
祖
相
伝
之
私
領
也
、
仍
於
黄
牛 

 
 

山
霊
松
禅
院
為
厳
親
密
堂
堅
公
禅
定
門
追
善
、
彼
本
役
半
分
永
代
所
奉
寄
進
也
、
但

毎
年
壱
貫
文
可
有
其
御
沙
汰
也
、
其
外
万
雑
公
事
不
可
有
者
也
、
於
子
々
孫
々
更
ニ

不
可
有
違
乱
妨
、
若
於
此
旨
在
違
背
之
子
孫
者
可
為
不
孝
者
也
、
仍
為
向
後
寄
進
状

如
件
、 

寛
正
参
年 

拾
月
廿
五
日 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

信
重(

花
押) 

 

寛
正
三
年(
一
四
六
三)

、
入
江
孫
左
衛
門
尉
信
重
は
親
で
あ
る
密
堂
堅
公
禅
定
門
の

追
善
と
し
て
、
高
槻
近
隣
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
霊
松
寺
に
「
津
江
村
」
の
「
牧
方
」

に
あ
っ
た
「
コ
レ
ヤ
ス
」
の
田
地
一
段
半
の
本
役
半
分
に
あ
た
る
銭
一
貫
文
を
寄
進
し

午壬 

入
江
孫
左
衛
門
尉 

東
限
縄 

 

南
限
類
地 

西
限
井
溝 

北
限
類
地 

四
至 
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た
。
こ
の
霊
松
寺
に
は
、
享
徳
三
年(

一
四
五
四)

に
真
上
与
阿
弥
入
道
と
正
元(

10)

、

文
明
十
三
年(

一
四
八
一)

以
前
に
「
村
人
」(

11)

、
永
正
五
年(

一
五
〇
八)

に
芥
河
無

為
斎
禅
伯
と
彦
太
郎
信
方(

12)

、
大
永
五
年(

一
五
二
五)

に
芥
川
城
を
守
っ
て
い
た
能

勢
源
五
郎
国
頼
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
を
行
っ
て
い
る(

13)

。
ま
た
、
天
文
二
十
一
年(

一
五

五
二)
に
は
芥
川
城
主
・
三
好
長
慶
が
禁
制
を
発
給
し(

14)

、
墓
地
に
は
伝
三
好
義
興(

長

慶
の
子)

の
墓
も
所
在
す
る 

。
武
士
層
を
中
心
と
し
た
地
域
の
信
仰
を
集
め
る
寺
院
で

あ
り(

15)

、
入
江
氏
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
天
文
十
七
年
に
入
江
左
衛
門
尉
成
重
が
奈
良
二
条
院
へ
「
天
河
堤
」
修
築
の

遅
延
を
詫
び
た(

16)

。
天
河
堤
と
は
、
高
槻
の
東
約
一
・
五
㎞
の
地
点
を
南
流
す
る
桧

尾
川
の
堤
防
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
成
重
は
名
乗
り
の
「
左
衛
門
尉
」
と
「
重
」
と
い
う

名
の
通
字
か
ら
先
の
信
重
の
後
継
者
で
あ
り
、
入
江
氏
が
近
隣
の
治
水
に
大
き
な
関
わ

り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
て
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば(

17)

、
も
と
の
入
江
氏
は
駿
河
国
入
江
郷
に

居
住
し
て
い
た
が
、
南
北
朝
期
に
入
江
春
倫
が
足
利
尊
氏
か
ら
高
槻
を
賜
っ
た
と
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
『
高
槻
通
史
』
は
、
こ
の
と
き
古
代
豪
族
の
系
譜
を
持
つ
近
藤
氏
、
も

し
く
は
高
槻
氏
へ
入
婿
し
た
と
い
う
伝
承
を
載
せ
る(
18)

。
ま
た
、『
大
阪
府
全
志
』
に

よ
れ
ば(

19)

、
入
江
駿
河
守
が
城
下
に
所
在
す
る
野
見
神
社
の
祭
礼
日
を
享
禄
・
天
文 

               

期(

一
五
二
八
～
一
五
五
四)

に
定
め
、
元
禄
二
年(

一
六
八
九)

の
社
記
に
は
「
入
江
大

神
」
と
称
し
た
と
あ
る(

20)

。
ち
な
み
に
、
こ
の
野
見
神
社
の
氏
子
圏
は
、
現
在
の
大

字
高
槻
の
一
部
と
芥
川
と
の
間
に
あ
た
る
大
字
上
田
部
で
あ
る
。
他
に
も
『
高
槻
町
全

誌
』
に
よ
れ
ば(

21)

、
城
下
の
禅
宗
寺
院
で
あ
る
理
安
寺
は
、
足
利
尊
氏
が
全
国
に
建

立
し
た
安
国
寺
・
利
生
塔
の
流
れ
を
汲
み
、
そ
の
檀
家
が
入
江
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
入
江
氏
の
性
格
を
ま
と
め
る
と
、
地
域
の
寺
社
や
治
水
な
ど
と
の
関
わ
り
が

強
く
、
「
高
槻
」
と
い
う
範
囲
の
地
域
社
会
、
も
し
く
は
武
士
層
の
中
心
に
位
置
し
て

い
た
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
「
入
江
」
に
「
高
槻
」
が
付
加

さ
れ
る
文
献
上
の
呼
称
は
、
こ
の
状
態
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。『
陰
徳
太
平
記
』

(

表
１)

で
は
、
入
江
氏
が
近
郷
の
一
揆
を
催
し
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
な
ど
は
、
意
外

に
入
江
氏
の
実
態
を
伝
え
て
い
る
と
推
察
し
た
い
。 

 

四 

ま
と
め 

 

 

最
後
に
入
江
氏
を
中
心
に
戦
国
期
の
高
槻
と
い
う
場
を
考
え
、
ま
と
め
に
代
え
た
い
。 

 

ま
ず
、
理
安
寺
や
野
見
神
社
な
ど
、
入
江
氏
に
ま
つ
わ
る
場
の
多
く
は
、
近
世
高
槻

城
下
町
の
北
部
に
存
在
し
、
発
掘
調
査
で
も
中
世
屋
敷
地
の
溝
が
三
ノ
丸
北
西
部
と
野

見
神
社
周
辺
で
確
認
さ
れ
て
い
る(

22)

。
周
辺
に
は
、
文
明
十
四
年(

一
四
八
二)

開
創

を
伝
え
る
高
月
山
円
成
寺(

浄
土
真
宗)

(

23)

、
延
徳
元
年(

一
四
八
九)

開
創
を
伝
え
る

光
明
山
久
宝
寺(

浄
土
真
宗)

が
所
在
し(

24)

、
近
世
久
宝
寺
の
西
隣
に
は
「
御
堂
」
本

照
寺(

掛
所
。
戦
国
期
に
富
田
へ
移
転
伝
承)

が
あ
っ
た
。
こ
の
城
下
北
部
は
、
山
間
部

の
集
落
か
ら
芥
川
宿
を
経
由
し
た
道
が
取
り
付
く
位
置
に
あ
た
る
。
浄
土
真
宗
と
い
う

地
域
住
民
の
信
仰
に
基
づ
く
寺
院
が
戦
国
期
に
開
か
れ
た
と
い
う
由
緒
を
ふ
ま
え
る

と
、
こ
の
道
沿
い
に
戦
国
期
の
集
落
が
展
開
し
、
入
江
氏
が
関
与
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

近
世
の
「
馬
町
」
と
い
う
町
名
は
交
通
と
の
関
わ
り
が
深
い
地
区
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

後
に
は
城
下
の
町
屋
地
区
の
中
心
「
川
之
町
」「
新
川
之
町
」
と
な
っ
た
。 

一
方
、
城
下
南
部
に
は
、
茨
木
か
ら
富
田
を
経
由
し
た
道
が
到
達
し
て
い
る
。
文
明

五
年(

一
四
七
三)

開
創
の
是
三
寺(

浄
土
真
宗)

が
所
在
し(

25)

、
「
高
槻
八
幡
」(

八
幡

宮)
は
、
寛
永
十
五
年(

一
六
三
八)

の
再
興
時
に
城
下
の
武
士
に
加
え
て
近
隣
住
民
も

奉
加
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る(

26)

。
周
辺
は
高
槻
村
文
禄
検
地
帳
の
集
落｢

ほ
っ

か
い｣

の
比
定
地
で
あ
り(

27)

、
や
は
り
道
沿
い
に
は
戦
国
期
の
集
落
が
発
達
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
寺
社
な
ど
に
入
江
氏
の
関
与
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。 

ま
た
、
本
丸
な
ど
の
城
郭
中
心
部
で
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
二
ノ
丸
部
分
か
ら
中

表１ 古記録にみる入江氏の表現 

(『高槻市史』史料編 Iより) 
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世
城
館
相
当
の
堀
が
確
認
さ
れ
た(

28)

。『
高
槻
通
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
天
王
弁
天
の
御

社
辺
ま
で
森
有
之
天
王
森
」。「
最
近
天
主
台
か
ら
掘
出
さ
れ
た
卒
塔
婆
二
基
は
と
も
に

永
禄
四
年
と
あ
っ
て
、
こ
の
辺
墓
地
」
で
あ
っ
た
と
い
う(

29)

。
入
江
氏
段
階
の
城
館

は
二
ノ
丸
付
近
に
所
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
本
丸
周
辺
に
は
空
閑
地
も
想
像
さ
れ
る
。 

以
上
の
点
を
取
り
ま
と
め
る
と
、
戦
国
期
の
高
槻
は
、
周
辺
地
域
の
村
や
町
と
淀
川

を
つ
な
ぐ
扇
状
地
突
端
に
お
け
る
交
通
の
結
節
点
で
あ
り
、
道
に
沿
っ
た
集
落
が
南
北

に
存
在
し
て
い
た
。
文
献
で
の
「
高
槻
南
北
武
士
」
と
い
う
表
現
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
合
致
す
る
。
そ
し
て
、
入
江
氏
が
近
世
城
下
の
中
心
と
な
る
北
側
の
集
落
に
対
し
て

強
い
関
与
を
持
ち
つ
つ
、
二
つ
の
集
落
の
中
間(

近
世
二
ノ
丸)

に
城
館
を
構
え
て
い
た

(

図
２)

。
近
世
城
下
町
の
前
提
と
し
て
、
高
槻
が
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
場
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
ひ
と
ま
ず
想
定
し
て
お
き
た
い
。 

な
お
、
こ
の
小
文
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
二
日
に
開
催
し
た
一
六
一
七
会
高
槻

例
会
で
の
報
告
の
一
部
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
助
言
を
い

た
だ
い
た
諸
兄
に
対
し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

                【
注
】 

(

１)

中
部
よ
し
子
「
城
下
町
高
槻
の
成
立
」(

魚
澄
惣
五
郎
編
『
大
名
領
国
と
城
下
町
』
柳
原
書
店
、
一
九
五
七
年)

。 

(

２)

拙
稿
「
畿
内
の
都
市
と
信
長
の
城
下
町
」(

仁
木
宏
・
松
尾
信
裕
『
信
長
の
城
下
町
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年)

。 

(

３)

森
田
克
行
『
摂
津
高
槻
城 

本
丸
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』(

高
槻
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年)

。 

(

４)

小
林
健
太
郎
「
城
下
町
高
槻
の
形
成
」(

『
高
槻
市
史
』
本
編
II
、
一
九
八
四
年)

。 

(

５)

福
島
克
彦
「
戦
国
織
豊
期
摂
津
富
田
集
落
と
「
寺
内
」
‐
歴
史
地
理
学
的
手
法
の
再
検
討
‐
」
（
『
寺

内
町
研
究
』
五
、
二
〇
〇
〇
年)

。
な
お
、
上
郡
と
は
千
里
丘
陵
以
東
の
島
下
・
島
上
郡
を
い
う
。 

(

６)

今
谷
明
「
畿
内
近
国
に
お
け
る
守
護
所
の
分
立
」(

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
八
、
一
九
八

五
年
。
後
に
同
『
守
護
領
国
支
配
機
構
の
研
究
』
所
収)

、
仁
木
宏
「
戦
国
・
信
長
時
代
の
茨
木
の
町
と
茨

木
氏
」(

中
村
博
司
編
『
よ
み
が
え
る
茨
木
城
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年)

。 

(

７)

十
七
世
紀
後
半
の
状
況
を
描
い
た
と
さ
れ
る
仏
日
寺
蔵
「
高
槻
城
絵
図
」
に
町
場
は
な
い
。 

(

８)

三
浦
圭
一
「
鵜
殿
関
所
と
芥
川
率
分
所
」(

『
高
槻
市
史
』
本
編
Ｉ
、
一
九
七
七
年)

。 

(

９)

『
霊
松
寺
文
書
』
「
入
江
信
重
寄
進
状
」
寛
正
三
年
十
月
廿
五
日
付(

『
高
槻
市
史
』
史
料
編
Ｉ)

。 

(

10)

『
同
』
「
真
上
与
阿
弥
入
道
等
寄
進
状
」
享
徳
二
十
二
年
正
月
三
十
日
付(

『
高
槻
市
史
』
史
料
編
Ｉ)

。 

(

11)

『
同
』
「
霊
松
寺
敷
地
契
約
状
」
文
明
十
三
年
八
月
三
日
付(

『
高
槻
市
史
』
史
料
編
Ｉ)

。 

(

12)

『
同
』
「
芥
河
信
方
等
寄
進
状
」
永
正
五
年
五
月
廿
七
日
付(

『
高
槻
市
史
』
史
料
編
Ｉ)

。 

(

13)

『
同
』
「
能
勢
国
頼
寄
進
状
」
大
永
五
年
五
月
十
二
日
付(

『
高
槻
市
史
』
史
料
編
Ｉ)

。 

(

14)

『
同
』
「
三
好
長
慶
禁
制
案
」
天
文
二
十
一
年
六
月
十
四
日
付(

『
高
槻
市
史
』
史
料
編
Ｉ)

。 

(

15)

三
浦
圭
一
「
在
地
武
士
の
動
向
」(

『
高
槻
市
史
』
本
編
Ｉ
、
一
九
七
七
年)

。 

(

16)

三
浦
圭
一
「
細
川
晴
元
政
権
下
の
高
槻
地
方
」(

『
高
槻
市
史
』
本
編
Ｉ
、
一
九
七
七
年)

。 

(

17)

巻
第
八
百
八
十
八
「
入
江(

藤
原
氏
為
憲
流)

」
。 

(

18)

天
坊
幸
彦
『
高
槻
通
史
』(

高
槻
市
役
所
、
一
九
五
三
年)

の
63
頁
所
収
の
「
高
槻
系
図
」
な
ど
。 

(

19)

「
大
字
高
槻
」
の
「
野
見
神
社
」
の
項(

井
上
正
雄
『
大
阪
府
全
志
』
、
一
九
二
二
年)

。 

(

20)

「
摂
津
国
島
上
郡
高
槻
城
内
午
頭
天
王
御
社
記
」(

前
出
『
高
槻
通
史
』
75
頁
参
照)

。 

(

21)

「
徳
川
幕
府
時
代
」
の
「
松
平
氏
と
理
安
寺
」
の
項(

赤
松
吉
雄
『
高
槻
町
全
誌
』
、
一
九
三
二
年)

。 

(

22)

鐘
ヶ
江
一
朗
・
宮
崎
康
雄
「
高
槻
城
三
ノ
丸
跡
」(

『
高
槻
市
文
化
財
年
報
』
昭
和
63
年
・
平
成
元
年

度
、
一
九
九
一
年)

。 

(
23)

「
大
字
高
槻
」
の
「
圓
成
寺
」
の
項(

前
出
『
大
阪
府
全
志
』)

。 

(
24)
「
大
字
高
槻
」
の
「
久
寶
寺
」
の
項(

前
出
『
大
阪
府
全
志
』)

。
元
田
家
蔵
「
高
槻
城
絵
図
」
な
ど
。 

(

25)
「
大
字
高
槻
」
の
「
是
三
寺
」
の
項(

前
出
『
大
阪
府
全
志
』)

。 

(

26)

井
坂
武
男
「
高
槻
藩
主
岡
部
宣
勝
の
家
中
奉
加
帳
に
つ
い
て
」(

「
し
ろ
あ
と
だ
よ
り
」
二
、
二
〇
一
一
年)

。 

(

27)

小
林
注
４
。 

(

28)

西
村
恵
祥
「
高
槻
城
跡
確
認
調
査
」(

『
嶋
上
遺
跡
群
』
35
、
高
槻
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年)

。 

(

29)

『
高
槻
通
史
』
71
頁
の
近
藤
家
の
記
録
に
関
す
る
記
述
。 

図２ 戦国期の高槻のイメージ (楕円内が想定集落。

○は寺、□は神社。斜線に入江氏の関与) 
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高
槻
藩
九
代
藩
主
・
永
井
直
進
の
念
持
仏
に
つ
い
て 

西
本 

幸
嗣 

 
一 
は
じ
め
に 

当
館
特
別
展
「
神
に
な
っ
た
殿
さ
ま
―
永
井
神
社
の
名
宝
と
高
槻
藩
―
」
開
催
に
伴

う
文
化
財
調
査
に
お
い
て
、
高
槻
藩
主
の
念
持
仏
と
伝
え
る
厨
子
入
り
の
地
蔵
菩
薩
立

像 
 

 
 

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
約
三
〇
年
前
、
京
都
市
在
住
の
個
人
か
ら

大
阪
府
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
像
の
概
要
と
藩

主
・
直
進
と
の
関
わ
り
を
紹
介
す
る
。 

 

二 

木
造
彩
色
地
蔵
菩
薩
立
像
に
つ
い
て 

本
像
は
、
一
木
造
で
彩
色
を
施
し
、
一
部
に
金
箔
押
で
文
様
を
つ
け
る
。
光
背
・
台

座
を
具
え
る
が
、
輪
宝
光
の
光
背
は
破
損
し
て
い
る
た
め
は
ず
さ
れ
て
い
る
。
右
手
に

杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
つ
通
形
の
地
蔵
菩
薩
で
、
蓮
華
座
上
に
直
立
す
る
。 

髪
を
剃
っ
た
僧
形
の
頭
部
は
面
長
で
、
袈
裟
を
偏
袒
右
肩
に
つ
け
、
条
葉
部
に
は
植

物
文
を
彩
色
す
る
。
背
面
は
、
文
様
や
衣
の
表
現
が
な
く
、
朱
色
を
彩
色
す
る
の
み
で

あ
る
。
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
像
高
二
〇
・
七
㎝
の
小
型
の
仏
像
で
あ
る
た
め
、

守
り
本
尊
と
し
て
身
近
に
安
置
す
る
念
持
仏
に
相
応
し
い
も
の
と
い
え
る
。 

             

                 以
下
、
法
量
な
ど
の
概
要
を
記
す
。 

名
称:

木
造
彩
色
地
蔵
菩
薩
立
像 

附 

黒
漆
塗
厨
子 

一
軀 

形
式:

一
木
造 

彩
色 

 

時
代:

江
戸
時
代 

法
量:

像
高
二
〇･

七
㎝  

肘
張
六･

七
〇
㎝  

胸
奥
二･

八
五
㎝ 

腹
奥
三･

五
二
㎝ 

裾
張
六･

八
七
㎝ 

面
長
四･

一
二
㎝  

面
幅
二･

五
六
㎝  

耳
張
二･

九
四
㎝ 

面
奥
三･

〇
三
㎝  

足
先
開
（
外
）
三･

六
七
㎝ 

足
先
開
（
内
）
一･

七
二
㎝ 

 

三 

藩
主
直
進
と
地
蔵
菩
薩
立
像
に
つ
い
て 

高
槻
藩
永
井
家
の
九
代
藩
主
・
直
進
は
、
宝
暦
十
一
年(

一
七
六
一)

に
生
ま
れ
、
明

和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
十
歳
の
時
、
八
代
藩
主
直
珍
の
跡
を
受
け
て
九
代
藩
主
と
な

っ
た
。
藩
祖
直
清
と
同
じ
「
日
向
守
」
を
受
領
す
る
。
藩
校
・
菁
莪
堂
の
設
立
に
尽
力

す
る
一
方
、
藩
祖
を
祀
る
永
井
神
社
の
造
営
な
ど
を
行
っ
た
。 

こ
の
地
蔵
菩
薩
立
像
は
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
厨
子
（
高
三
九
・
三
㎝
）
は
観

音
開
き
式
。
全
体
を
黒
漆
塗
に
し
、
内
部
は
金
箔
押
。
扉
内
側
の
墨
書
に
よ
っ
て
藩
主

直
進
と
本
像
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

木造彩色地蔵菩薩立像 附黒漆塗厨子木造

彩色地蔵菩薩立像 

木造彩色地蔵菩薩立像 
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左
扉
に
は
、
永
井
鉄
線
文
を
付
し
、
直
進
の
法
名
「
法
心
院
瑞
林
宗
雲
大
居
士
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。
文
化
十
二
年(

一
八
一
五)

正
月
二
十
八
日
に
薨
赴(

死
去)

と
し
、
公

に
官(

地
位)

を
辞
し
た
日
と
し
て
二
月
二
日
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
直
進
は
、 

五
十
五
歳
で
没
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
永
井
家
の
菩
提
寺
・
悲
田
院
に
伝
わ
る

「
永
井
直
進
像
」
の
賛
で
は
、「
二
月
二
日
葬
」
と
あ
り
、
薨
去
し
て
四
日
後
に
葬
送

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
没
年
表
記
か
ら
、
墨
書
は
後
世
に
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

          

 

 

右
扉
に
は
、
本
像
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
直
進
の
お

側
に
仕
え
た
「
妾
所
」
の
自
製
の
仏
像
と
あ
る
。
た
だ
、
作
風
が
通
形
で
、
背
面
を
簡

素
化
し
、
光
背
や
台
座
な
ど
は
江
戸
時
代
の
既
製
物
で
多
く
み
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
直
進
が
生
前
身
近
に
お
い
て
信
仰
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
直
進
が
薨
去

し
た
こ
と
で
、
妾
は
嘆
き
、
悲
し
ん
で
い
た
状
況
を
記
す
。
そ
の
後
、
妾
所
で
、
仏
師

に
よ
る
修
理
・
彩
色
が
施
さ
れ
、
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
本
像
の
鮮
や
か
彩
色
は

そ
の
と
き
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
代
々
妾
所
で
受
け
継
が
れ
た
の
ち
、
ゆ
か
り
の
家
臣
・
高
橋
氏
に
下
賜
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
橋
氏
は
不
詳
で
あ
る
。 

 

四 

お
わ
り
に 

地
蔵
菩
薩
は
、「
勝
軍
地
蔵
」
な
ど
と
称
し
て
武
士
・
大
名
ら
に
好
ま
れ
る
尊
像
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
念
持
仏
に
な
り
や
す
い
。
今
回
、
藩
主
ゆ
か
り
の
念
持
仏
を
は
じ
め

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
槻
藩
主
自
身
の
所
用
品
は
稀
少
で
あ
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
功
蹟
を
残
し
た
九
代
藩
主
・
直
進
の
信
仰
の
一
端
を
知
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
。 

 

【
右
】 

（
家
紋
）
法
心
院
殿
瑞
林
宗
雲
大
居
士 

故
摂
州
高
槻
城
主
従
五
位
下
朝
散
大
夫
永
井
日
向
守
大
江
直
進
公 

 
 
 

 
 

 
 

 

文
化
十
二
年
乙
亥
正
月
廿
八
日
薨
赴 
官
以
二
月
二
日 

 

【
左
】 

此
地
蔵
仏
者
、
妾
所
自
製
也
、
妾
少
遇
灑
掃
之
日
所 

先
君
手
沢
如
雞
肋
者
而
秘
奉
私
匣
有
年
于
茲 

先
君
即
世
臣
妾
慟
哭
居
喪
之
際
与
侍
妾
倶
灑
涙
所
糢
糊
曝
乾
也
、
令
喪
之
日
令
仏
匠
脩
飾
之
欲
以
伝
不
朽

妾
固
女
子
之
事 

終
身
秘
蔵
竟
以
何
為
会
妾
択
親
戚
中
可
供
時
祭
者
欲
令
不
絶
賎
氏
賞
妾
有
功
于 

先
君
也
新 

命
高
橋
辱 

賜
十
口
世
ニ
子
孫
奉
仕
槻
城
乃
以
実
弟
長
兵
衛
長
女
妻
平
野
社
家
中
西
讃
岐
守
次
男
豊
次
郎
養
為
嗣
子
使

襲
橋
而
宗
賎
氏 

冀
以
此
像
安
措 

室
永
為
氏
宗
耳
聊
叙
其
由
刻
之
龕
申
以
貽
子
孫
云 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
槻
灑
掃
賎
妾
園
浦
女
高
橋
氏
謹
誌 

 

由来を伝える厨子扉（※左上は釈文） 
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